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理工学部教授近藤正毅
　本学の協定校，アイオワ大学から映画・文化研究所所長のダッドリー・ア
ンドリュウ教授が来日した。同教授はノートルダム大学を卒業，コロンビア
大学で論文「アラン・レネ」により修士号，アイオワ大学で論文「映画にお
けるリアリズムとリアリティーアンドレ・バザンと現代フランス哲学におけ
る彼の思想の源泉」で博士号を得た。多くの奨学金，助成金を得て，中西部
アイオワで映画理論の研究と教育に指導的役割を果たしている。同教授はフ
ランス映画理論の研究を通じて日本映画に関心をもち，とくに溝口健二の専
門家で日本文化への関心が高い。アイオワ州及びアイオワ大学の日本語・日
本文学教育の熱意に支えられて，日本映画研究の後継者を養成し，その一人
は1992年5月から文部省の国際交流基金の授助で2年間早稲田大学に留学す
る。今回同教授が本学に派遣されたのもこういう背景があるからで，本学に
は映画研究・教育のコースがないために学生との交流が計られなかったが，
その分映画研究者・文学者との交流が生まれ，双方にとって有益であり，今
後の関係発展が期待される。
　本学での講演は以下の通りで，用語は英語，第1回のみ私が通訳を行なっ
た。
第1回　「メルロー・ポンティと映画研究一感覚・知覚・歴史……これが
　映画」
　11月26日（火）16：00～17：40　和泉校舎AVホール
第2回　「原作者・エクリチュール・カメラ＝万年筆一文学とヌーヴェル
　ヴァーグ」
　11月30日（土）14：00～17：00　駿河台校舎AV教室
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第3回　　「浮世絵と日本映画の観方一溝口健二と歌麿」
　12月3日（火）16：00～17：40　和泉校舎AVホール
　第1回の講演はフランス哲学と映画の本質の関係を論ずる理論的なもので，
同教授が来日にそなえてとくに準備したもので，私のメルロー一一＝ポンティに
っいての論文に呼応する形で行なわれた。その内容に加筆された論文が日本
映像学会の学会誌『映像学』Ma　47（1992）に英文で掲載されたが，以下にそ
の日本文要旨を記す。
「メルロー＝ポンティらの映画理論一観客とスクリーン上の影像との遭遇
の理論的研究一を私は「デカルト的」と呼ぶ。それは今日では文化論者，
ポスト構造主義者，フェミニスト，歴史学者らの同盟に阻止されている。
　映画は現象的に歴史的であり，映画館は本質的に歴史的である。観客と映
画と映画館は歴史的存在である。知覚と歴史は同形の概念をもっており，知
覚は盲目的感覚と描写の間に位置するのに対し，歴史は起源とイデオロギー
の間に位置している。
　映画研究には二っの流れがある。一っは映画館を社会的な祭儀の世俗の場
所で，映画はデカルト的な芸術であるとするものであり，他は映画は個人的
な経験だけではなく，公的な歴史であるとするものである。
　1937年にはフランス，イタリア，ロシアはみな叙事詩映画に投資した。こ
れらの映画では歴史は次っぎと新しい展望を求めての歴史的葛藤として描か
れ，そのもっとも中心的な瞬間は戦闘のシークエンスである。映画は感覚と
精神の両面でわれわれに影響を与えるにせよ，意味と知覚，形式と感覚の間
の争いはこれらのシークエンスと映画にもっとも明白に現われている。
　オーソン・ウェルズの『フォルスタフ』においては，歴史は名誉と同じく
ただの盾にすぎない。彼のみが映画を構成する画像と言葉に全く対立して戦
闘をおき，戦いの無差別のエネルギーの中で，われわれは7オルスタフととも
にもろもろの価値のむなしさを経験するのである。この映画の中でただ演ぜ
られる運動と，っねに展示される画像とのぎりぎりの対立を見せつけられる。
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これらの場面の例から，われわれは映画芸術の美学と社会学における転移を
見きわめることができる。われわれはこの戦闘場面によって，また映画一般
によって課せられた文化的・本質的差異の間に立たされる。文化的というの
は映画の歴史がこのカオスの描出をオーソン・ウェルズに可能にさせたから
であり，本質的というのは，その描出が視覚体験の乱雑な根底を表わしてい
るからこそカオスとなっているからである。
　メルロー＝ポンティは『眼と精神』の中で身体に画家を様式と組織に導く
ものという栄誉を与えた。“自我”は身体として，動体から視覚と思考への
交差が起こる統一した一定の場として感じられている。この根本原理はしか
し崩れかけていた。彼の精神分析への介入はフロイトの統一自我に対する批
判を受け入れることになった。自動性と視覚と思考は主体を白紙状態として
特徴づけ，一方歴史と文化はその主体を特定し；行動とヴィジョンと思考の
様式を困惑の中でしか個人的なものとはいえなくしている。
　メルロー＝ポンティは人間を，文化の諸制度に相応する応答の制度の堆積
と考えるようになった。人聞のいわゆる’t統一的自我”の中に遠心と求心運
動があるとすれば，文化というものは内的・外的関係の持続的に取り決めら
れたセットの中にしか存在しない。
　こうして映画の乱れた統一体から観客の不安な統一体，そして文化の妄想
症の統一体へと，メルロー＝ポンティの遠心と求心の概念を根本的に当ては
める必要がある。ポスト構造主義者が統一体としてある一切のものを解体し
すぎたとすれば，われわれはそこから，実体は決して統一体ではなく，せい
ぜい永久に延期しては失敗する，統一体に向かっての駆動であるという直感
を受け取れるのではないだろうか。
　私は文化と主体性の不安定な状態を指摘しようとした。それはなによりも
っねに歴史的なものであって自然のものではなく，変化と死に晒されている。
あらゆる映画はこの条件を反復している。これこそメルロー＝ポンティがそ
れぞれ生の基本原理であるかのように立とうとしたぎりぎりの経験の岩棚で
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はないだろうか。彼のtt起源”という語はポスト構造主義には大いに嫌われ
たが，個人的神秘主義に通ずる必要はなく，文化とは歴史の差異化の一連の
行動として起こるものだと主張することができる。歴史を振り返るとそれは
ひとっながりの必然と見えるかもしれないが，これらの行動はどれも矛盾を
孕んでいる。メルロー＝ポンティはしばしば映画に呼びかけ，再度文化を記
述し，われわれの時代の歴史を作る作業の中で，映画を彼の哲学の同志と見
なしていた。」
　第2回の講演は質疑応答を交えながらくつろいた雰囲気で行なわれ，そのあ
とのパーティーに引き継がれた。第3回の講演は原文のまま国際交流センタ
ーから冊子が発行された。
　この間11月28日（木）に同教授は早稲田大学演劇科に招かれ，映画コースの
学生・院生を対象に溝口健二の講義とゼミナールを行ない，平素テキストに
使っている映画理論書の著者に直接会い，活発なディスカッションが行なわ
れ，そのあと関係者と会食した。
　アンドリュウ教授は東京で映画関係者と面会し，資料を多数収集したあと
箱根，京都，金沢，高山と旅行し，3週間で大いに日本文化の収穫を得て帰
国された。
　3月12日から15日まで，アイオワ大学でアンドリュウ教授の企画の下に「
映像理論・映像文化と現代日本」というテーマで国際シンポジウムが開かれ，
日本側から浅沼圭司（成城大学教授），岩本憲児（早稲田大学教授），柄谷
行入（法政大学教授）の他に私も招待され，アイオワ大その他アメリカ各地
の大学の教授も参加して，日本映画・TV・コミックスを日本文化・日本文学
との比較において論考し，討議が行われ，日本人の発表者が主体となる珍ら
しい国際会議となり，成功裏に終了した。アンドリュウ教授の招請はちよう
どその会議の橋渡しにもなり，短期間で明治大学・アイオワ大学の交流を通
して日米学術交流の成果を上げることができた。この間国際交流センター所
長・事務長・スタッフその他関係者の尽力に対して感謝の意を表したい。
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